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１ 受入先 

    

  （１）受入機関名  ブルネイ内務省    

 

  （２） 受入先の組織と業務内容 

ブルネイ内務省の地方局は、事務次官を長とし、地方自治と自治体サービスを担当し

ている。同局は都市計画課及び地区計画課から構成されており、これらの課は都市や地

区の開発と関わる計画の策定、現地指導者の任命、地域福祉、地方の条例や災害対策

などを管理する。 

また、持続可能な成長、社会的結束、効果的なガバナンスを確保するための地域計

画と開発を担う。その主な役割には、都市・地区開発計画の策定、地方主導の国家政策

との整合、土地利用やインフラ・プロジェクトの管理などがある。また、地元企業、地域社

会、公共サービスを支援することで、経済・社会開発に重要な役割を果たしている。さら

に、ゾーニング法や建築規制の遵守を確保しながら、災害リスクの管理と環境の持続可

能性を監督している。こうした取り組みを通じて、同局は、組織的、効率的、持続可能な

地区開発に貢献している。 

同局は Satu Kampung Satu Produk (1K1P、一村一品事業)に力を入れている。この事

業を通じて、ブルネイ国内の村や地区が地域の福祉や経済状況を改善できるよう、現地

住民を積極的に経済プロジェクトに関わらせる事業である。 

今回の専門家派遣事業では主にこの制度において、地域の産品の品質やプロモーシ

ョンのブラッシュアップや、より多くの若者の参画を目的に派遣要請があったものである。 



２ 受入体制 

（1） 専門家の受入先での位置づけ 

「地産品・地域資源等を活用した地域活性化」分野の専門家として派遣された。 

ブルネイ内務省地方局が運営する Satu Kampung Satu  (1K1P、一村一品事業)が抱

える課題「地場産業における若者の参画と後継者の育成」について、京都市でのふる

さと納税運営の経験や、大学でのキャリア開発科目の担当講師としての実績をふまえ

て、地域産品の品質・競争力の向上、ブランディング、若者の参画推進等への助言等

を求められた。 

 

（2） その他(スタッフや、予算、組織など特に気のついたこと) 

渡航費、国内・現地での移動費、宿泊費等に関する経費について、ブルネイ政府

及び自治体国際化協会シンガポール事務所（以下：クレア）により支弁された。 

研修会資料の翻訳はクレアの現地調査員が行ったが、日本語、英語双方に堪能で、

専門性の高い日本の税制等を含んだ内容の資料を十分に理解し適切な翻訳を行っ

ていただいたおかげで心配なくスムーズに研修を進めることができた。 

現地での視察、研修における通訳は主にブルネイ国内務省が手配した現地在住の

日本人（大学講師）が行ったが、現地在住の長い日本の方が通訳についてくれたこと

で、単に言語的な翻訳に留まらず、文化背景の違いや日本人から見た現地の特徴等

を説明していただけたため非常に文化理解が捗った。この点は今後の専門家派遣プ

ログラムにおいても考慮いただく価値があると思う。一方で派遣先の通訳者選定が直

前となったため、事前の資料の読み込みや専門用語の確認等の時間が限られた点は

改善すべき点と考える。 

ブルネイ内務省側の責任者（担当局の長）、随行担当者、プログラム運営事務局職

員もそれぞれ丁寧にプログラムを運営されており、宿泊場所からの送迎や視察先の随

行、研修の進行まで非常にスムーズに実施いただいた。十分に準備がされていたこと

をうかがわせられた。 

毎日のスケジュール管理、視察や研修の記録、必要な事務手配等については優秀

なクレアのスタッフが複数ついていただけたため、視察、研修、交流等を通じて本来の

業務（助言、指導）に集中することができたことを感謝する。 

 

３ 指導内容 

（1） 具体的指導内容 

以下の通り、１K1P に参画する各事業者、エリアの視察、行政官、事業者を対象とし

た日本のふるさと納税制度の事例を使った地域産品開発に関する研修（講義）、行政、

民間に大学生を加えた地域産品開発のワークショップを実施した。 

  



Day1（11 月 10 日） 

 

内務大臣とのご挨拶・面談 

Dato Seri Setia Awang Haji Ahmaddin bin Haji Abdul Rahman 内務大臣、Walid bin 

Matassan 事務次官、Salminan bin Haji Burut 事務次官ほか政府メンバーと面談。 

訪問前日の 11 月 9 日にクアラブライト地区に地域の事業者振興のためのショールー

ム（１K１P センター）が開設したことについて大臣からのお話。これを受けてブルネイの石

油・ガス産業の主要拠点でもある同地区の視察を行程に加えた。（視察詳細後述） 

また、乗り継ぎで立ち寄った日本の空港の一村一品の店舗でアフリカの一村一品の製

品を販売していることを知り、日本の一村一品と連携した取り組みについての希望があっ

た。 

 

現地視察：カンポン・ベブロー（Kampung Bebuloh） 

1 もやし生産工場 

農村地域であるカンポン・ベブローの１K1P 産品であるもやし工場を視察。 

地域の実業家であるオーナーが 2006 年に軍を退役後もやし栽培事業を始めた。中国

で技術と知識を学び、そのスキルを活かして 1K1P 事業として立ち上げた。 

生産量は 1 日に 1,000kg。小袋に詰められており、1kg 入りの袋の販売価格は 1 BND。

5kg 入りの袋の卸売価格は 4 BND。もやしの需要が高いため、基本的には休業日なしで

年間を通じて生産。工場には 7 人の従業員がおり、うち 5 人はインドネシア人、2 人は家

族。従業員は 1 人あたり月額 500 BND の収入があり、食費と宿泊費が含まれている。 

販売先は全国のスーパーマーケットや、卸売業者を通じたレストランで同地区がブル

ネイ最大のもやし供給元でこの工場が最大手。 

 手作業が中心で機械化することで効率化できる可能性はあるが、国内向けの現在の出

荷量ではコストに見合わない可能性が高い。ただ輸入品が多くを占めるブルネイ市場に

おいて足の早い生鮮食品は今後も需要があるため国内向け産品としては安定している。 

   

 

2 レモングラス農場 

 ①と同オーナーが経営する 18 エーカーの畑には 6,000 本のレモングラスが植えられて

いる。もやしの卸先と同じスーパーでレモングラスも販売している。年に 2 回収穫される。 

ひと月に 40kg 販売するごとに、オーナーは 1,500 BND の利益（人件費控除後額）が得

られている。2 人のインドネシア人労働者が雇用され、午前 6 時から午後 6 時までレモン

グラス畑で就労している。現在は需要過多の状況のため、さらに規模の拡大を検討中。 

 もやしと同様、国産品で安定した国内需要が見込め、市場参入の障壁もさほど高くな

いが国内の若者の働き先としてはあまり目を向けられていないようだ。 



  
 

3 伝統工芸品 

続いて同地区のコミュニティセンター施設において、地域の産品である手織りの工芸

品について説明を受けた。 

カンポン・ベブローの主な産業は米の栽培だが次いでこの工芸品製造が大きい。 

1K1P プロジェクトでは、各カンポンが少なくとも 1 つの産品を生産しなければならない

が、カンポン・ベブローでは、上述のもやしやレモングラスなどの混合農業、伝統工芸品

の販売、ホームステイ体験（後述）が提供されている 

伝統的な工芸の織り手は熟練した者で小さなバッグ 1 つを作るのに約 1 時間かかる。

その技術は両親の代から受け継がれている。最初は織り方を習得するだけで約 1 ヶ月か

かった。熟練の織り手たちは 6～7 年間織り続けている。若いスタッフはそれほど熟練して

おらず中高年の織り手が中心。 

カンポン・ベブローは 2013 年から伝統工芸品を 1K1P 製品として販売している。当初

は竹を使用していたが、その後、ファイバープラスチックに切り替えた。（原材料となる竹

を入手するのに森の奥深くまで入らなければならず、また、ブルネイでは森林への立ち

入りや伐採を禁止する法律も制定されているため。） 

 ファイバープラスチック素材の価格は 1kg あたり 7BND でトゥトン区がタイから輸入し、カ

ンポン・ベブローが購入している。 

 デザインや質は悪くないが、伝統工芸としてのストーリーが弱い。より地域の歴史や伝

統と結びつけた見せ方で独自性を PR できると海外への訴求につながる。 

  
4 ホームステイ事業 

同コミュニティセンターでは主にブルネイ国内観光客向けのホームステイ施設としてレ

ンタルシャレー（小屋）を提供している。学校の長期休み等に家族で滞在しバーベキュー

をして過ごすなどの利用に供されている。（1 泊 1 室 40 BND ※学校の長期休暇中は半

額で提供） 

 伝統的な音楽やダンスの体験もできるため都市部の住民が余暇を過ごすために利用

するとのことだが、豊かな自然と地域の文化の体験は国外の需要もあると感じた。特に今

後の可能性として、アーティストが現地のコミュニティに中長期滞在し、文化や慣習を学

び、地元の人々と交流しながら作品を制作する「アーティスト・イン・レジデンス」という取

組と親和性が高い。豊かな自然と食も含めた地域文化をパッケージ化して海外のアーテ



ィストに訴求することが望まれる。 

  
 

Day2（11 月 11 日） 

 

講義 １公民連携による地域資源を活かした商品開発戦略～日本のふるさと納税制度とは～ 

（資料抜粋） 

 
 



 

 
 



 
 講義１では、日本のふるさと納税制度の説明をし、一村一品とはまた観点を変えた税制

上のインセンティブが働く地域産品販売の制度であること、返礼品のルール化等国が一

定地域産品の定義を設定していること、民間事業者が大きな役割を果たしていること等

を講義した。 

 いわゆる所得税や住民税に当たる課税がないブルネイ国であるが、活発な質疑があり、

税控除の上限についてや、返礼品の調達額の制限（寄付額の３０％）については、品物

でなく善意の寄附性を重視していることを説明し、また制度の平等性の質問に対しては、

結果の平等（一般的な税の再配分）よりも機会の平等（各自治体の裁量や工夫次第で稼

げる）を重視している制度であることを説明し、健全な競争の重要性を伝えた。 

税制が日本とは異なるのでそのまま転用できる制度ではないが、ふるさと納税の仕組

の中で、地方自治体同士が互いの発展を支援するために知識を共有する「健全な競争」

が行われている点に着目し、1K1P に参加するカンポン（村）同士の情報の共有や切磋琢

磨、そこに中央政府や地方政府がサポートする仕組み等について重要度を指導した。 

 なおブルネイ国では不動産に係る税制（日本における固定資産税か）のようなものがあ

るとのことで内務省担当官から税のインセンティブを働かせた制度設計の可能性はある

かもしれないとの意見も出た。 

 

  



講義 ２公民連携による地域資源を活かした商品開発戦略～ふるさと納税ケーススタディ～ 

（資料抜粋） 

 
 

 



 
 

講義２では、日本のふるさと納税で成功しているいくつかの自治体のケーススタディを

実施した。テーマとしては「地域産品の品質の担保の工夫」や「地域資源の戦略的なブラ

ンディング」等、現地でも検討しやすい事例を中心に講義した。 

本講義では、後述するクアラブライトの１K1P ショップを設立したブライト地区の地方行

政事務官の方や、ショップの経営者も参加しており、特に地域でのブランディングと発信

の重要性について議論が行われた。 

本講義の中での特に重要な議論としては、ふるさと納税の制度と同様、地域の事業者

や地方の行政官が強くコミットしている点がクアラブライトのショップには見られる点と、地

域住民が愛着を持つ地域の古い郵便局の建物をリノベーションしてショップにしている点

である。産業振興の側面を持ちつつも、１K1P 制度が地方自治や地域福祉等を推進す

る内務省が所管しているところがポイントで、単に地域の商品を売ることが目的ではなく、

その活動を通して地域の交流の促進や地域の社会関係資本（ソーシャルキャピタル）の

増進を図ることが含まれている。その点においても地方行政官が積極的に地域の住民、

地域事業者と連携して進めている点が重要と考える。 

 

  



現地視察：水上集落 カンポン・アイール（Kampung Ayer） 

  
伝統的な水上生活を残す地域での特産品製造・販売を視察した。村のプロモーション

映像を視聴。村の暮らし、村内イベント（綱引き、ボート競技、ワークショップ等）、1K1P の

展示会の様子等。村のコミュニティスペースには、最新型のモニターや新しいカラオケ機

材があり、観光地ということもあり他の村よりも経済的に余裕がある印象。 

プロモーション動画の制作や見学コースの仕立てなど、観光客や視察者へのプロモー

ションのパッケージが非常にうまい。今回の視察についても地元メディアを招き取材して

もらい翌日の新聞に掲載されるなど発信の仕方が他地域と比べても抜けている印象。 

こういったノウハウをカンポン間で共有、学ぶ仕組みは是非取り入れていただきたい。 

 

水上集落へ移動する前の船着き場付近には、ジャグジー付きのきれいな宿泊場所が

多くあったが、宿泊者は全くいなかった。現地住民曰く、スクールホリデー期間には満室

になるらしく、また、ウエディングの施設としても使用されているとのことだった。パーティ

ー用と思われる、広いホールもあった。 

Day1 のカンポン・ペブローの視察の項でもふれたが、閑散期対策として、海外から中

長期滞在する方を対象に「アーティスト・イン・レジデンス」のような取組やワーケーション

需要、デジタルノマド需要を取り込む等の工夫が考えられる。 

 

現地視察：１K1P ショップ クアラブライト（Kuala Belait） 

  
  初日に内務大臣からも推奨された、ブルネイ第２の都市で、石油・天然ガス事業の本

拠地であるクアラブライト地域に訪問し、直前の 11 月 9 日にオープンしたばかりの 1K1P

ショップを視察。地域の旧郵便局の建物を再利用して設立されたもので、約 10 年間使用

されていなかった建物をリノベーションしている。 周辺には学校やビーチ、そして現在建

設中の博物館があり、立地条件が非常に良い。観光客や地元住民の回遊が期待される

エリアに位置している。 

建物の再利用にあたっては、約 3〜4 ヶ月をかけて改修工事を実施。外観には「1K1P」

の大きな看板が掲げられており、店内は明るく清潔な雰囲気で、展示にも工夫が見られ、



当地区やカンポンの名産品に限定せず、ブルネイ全土の製品を広く受け入れる１K1P 制

度そのもののプロモーション施設として運営しているため、全国の 1K1P 関連商品を一堂

に展示していた。 

地域再生・観光振興の観点から、既存の公共施設を再活用して地域の生産者を支援

する好例といえる。今後、近隣の博物館開設や観光地整備と連動することで、地元特産

品の販路拡大や来訪者増加につながる可能性がある。 

 カンポン・ベブローやカンポン・アイールのコミュニティスペースについても同様だが、１

K1P の地域拠点が、産業振興の拠点であると同時に、地域の多世代の住民の交流や協

同の場になっていることが特徴的で、１K1P が改めて地域再生、地方創生の役割を果た

していることが認識された。 

 

Day3（11 月 12 日） 

講義 ３公民連携、世代間連携による地域ブランド強化戦略（強み・弱み分析①） 

（資料抜粋） 

 

 
 



 
 

講義３コマ目では、個人のキャリアマネジメントにおける目的（パーパス）の重要性と、目

的と目標の違いについて触れるとともに、企業・組織にとっても（企業が存在する）目的が重

要であることに触れた。その後、目的を達成するためのマイルストーンとしての目標や実行

に移すための手段について分解して考える演習を個人、組織それぞれについて行った。 

 

個人のパーパスについての演習の中では、参加者からは、家族のために収入を得るた

めに働くという意見、地域の経済を活性化させたい、雇用を創出したいという地域の一員と

しての貢献意識、さらには宗教的な観点から、労働は義務であり、すべてのイスラム教徒は

労働することが求められているという精神的な理由についても述べられた。 

地域社会の一員としての責任感や宗教的な敬虔さも重要であるが、ビジネスを通した個

人の自己実現についてはあまり触れられることがなかったのは国柄、文化の違いを感じた。 

 

参加者からの発表事例 

「様々なカンポンを代表する女性主導のビジネス」 

■目的 

・主な動機：地元の女性起業家が経済的に自立できるようにする 

・ブルネイの食文化遺産を保全・促進し、現代の市場ニーズに応える（女性起業家が伝

統的な食品や料理を作る） 

■目標（大） 

・地域社会における経済リーダーとしての女性の力を強化する 

・すべての村の女性起業家の連帯と相互支援を促進する 

■目標（小） 

・若者や地域住民、特に低所得者に雇用機会を提供する 

・地域の博覧会に参加し、商品を宣伝する 

■手段 

・地元銀行などの機関と提携する 

・主なパートナーは各地区の地区事務所である 

・目標達成に向けて、SNS などを通じて事業を宣伝する 

 

「フリーランスのマルチメディアクリエイティブデザイナーおよびグラフィックデザイン」 

■目的： 



・クリエイティブブランディングを通じてブルネイの魅力を発信す 

・地元企業とブルネイ政府間のコミュニケーションを促進するデザイン制作  

・ブルネイを再び偉大な国にする 

■目標（大）： 

・ストーリーテリングサービスを通じてブルネイのクリエイティブ環境を推進する 

・企業が自社のストーリー、創造性、革新性をアピールできるようにする 

・地元企業、政府、民間団体がそれぞれの能力をアピールできるよう支援する 

・ブルネイが世界に向けて提供できるものをアピールする 

■目標（小）： 

・パートナーシップと共有のエコシステムを構築する 

・フリーランサーが互いに助け合い、関連性を維持できるコミュニティを構築する 

・コミュニティ内外の連携を促進する 

■手段： 

・国内プラットフォームや起業家との連携 

・1K1P センターの運営 

・地元企業と政府への支援 

・ストーリーテリング、ブランド認知度向上、デジタルプロモーション 

・テクノロジー、トレーニング、コミュニティ開発 

 



講義 ４公民連携、世代間連携による地域ブランド強化戦略（強み・弱み分析②） 

（資料抜粋） 

 

 



 
 講義４コマ目では、SWOT 分析、４P 分析（Product, Price, Promotion, Place）、PEST 分析

（Politics, Economy, Society, Technology）等を使い、マーケティング戦略の基礎的な演習

を行った。京都市のふるさと納税戦略を題材に、実例を交えながら、自組織の内部的な強

み、弱み、外部環境要因等を分析し、どのように強みや機会を活かし、また弱みや脅威の

影響を抑えることができるかについて考えた。 

 ２コマ目の講義の際と同様、実例があることで積極的な質疑応答につながった。 

 

 演習では実際に自分が関わっているビジネスについて分析してもらったが、大学で経営

やビジネスを学んでいる学生は、SWOT 分析の経験もあり、またスタートアップ事業（草刈り

事業）を立ち上げているメンバーもいたため、具体的な分析につながった。 

 

参加者からの発表事例 

発表チーム： 

スルタン・シャリフ・アリイスラム大学（UNISSA）学生を中心としたチーム 

※ブルネイでは芝の成長が非常に早く、3 週間ごとに芝刈りが必要。雨季には 2 週間ご

とに芝刈りが必要。この課題に対して芝刈りサービスの提供を行っている。 

 

発表内容： 

強み 

・芝刈りサービスを提供するだけでなく、お客様との絆を維持するために、プロモーショ

ンや限定景品を提供している。 

・ロイヤルティカードシステム：6 ヶ月（6 セッション）ご利用後、お客様に割引を提供する。 

・限定景品の企画も行っている。 

脅威 

・外国人フリーランサーや外国人労働者は、非常に低価格で同様のサービスを提供し

ているが、UNISSA はそれに匹敵することができない。 

（2） 協力(指導)の成果について 

 今回のプログラムで一番の山場でもあり、最大の成果は講義最終日に行ったワークショッ

プである。１K1P に携わる事業者やその家族、起業家、サポートする地方行政官、中央政

府のメンバー、学生や教員といった多様なセクター、多様な世代の方が混じり合いながら、

同じ目的意識をもって対話してもらう場をつくることで、今後 1K1P 推進において、公民の連

係や多様なセクターとの協働が重要であることを体感していただきたいと思い設計した。 



ワークショップの内容は事例研究やマーケティングの基礎的演習（４P、PEST）を経た上

で、具体的なテーマをグループごとに設定し、協力してマーケティング戦略を立てるという

形で行った。当初午前の講義開始時点では、宗教的な配慮から男女が異なるテーブルに

着席していたが、上記のワークショップの意図を汲んでいただい内務省様の計らいで男女、

年齢をミックスしたグループを作っていただけたことは非常にありがたく、またこのプログラム

にかける熱意を感じた場面だった。  

  

ワークショップ公民連携、世代間連携による地域ブランド強化戦略 

（資料抜粋） 

 
 

 

 
 



 
 

 
 

グループ発表 

■グループ１：ブルネイ産特産物の拡充 

   



（主な発表内容） 

・現在、使用しているお米は輸入品であるが、今後はブルネイ国内で生産されたお米を使用

したい。 

・原材料資源が不足しており、需要に供給が追いついていない。 

・価格設定が低く（例：４本で１ドル）、原材料費とほぼ同等で利益が出にくい。 

・製造は手作業中心で、機械導入はコスト面から難しい。個人レベルの小規模生産に留まっ

ている。 

・材料の調達に自家用車で出向く必要があり、ガソリン代が大きな負担。 

・生産量が少なく、マーケティングやプロモーション活動も十分でない。 

・若者の参加が少なく、担い手不足が課題。 

 

（コメント） 

地域の伝統的な産業を守ることは重要であるが、活動規模が小さい点は他地域でも共通

する課題といえる。一方で「需要があるが供給が少ない」点には発展の可能性がある。今回の

プログラム内でも視察したもやしの事例でもあるように食関係は国内需要が高い割に国内供

給が追い付いていない状況にある。 

今後は、どのような層にどの程度の需要があるのかを明確にし、データに基づいたリサー

チを行うことが重要である。その際には、国産品のブランディングを意識してすることで価格

設定を高めていく工夫も必要となる。 

 

■グループ２：文化継承と観光体験の融合 

  
（主な発表内容）※起業家グループの代表が発表 

・カンポン（村）を舞台に、文化・食・衣装・アクティビティなどを体験できるプログラムを企画。 

・目的は「観光促進」と「文化継承」の両立。京都の舞妓文化のように、地域のレガシーを次世

代へ繋ぐことを目指す。 

・ブルネイの伝統工芸（例：刀鍛冶）は職人が一人しかおらず、後継者不足が深刻。 

・若者が伝統文化に興味を持たない現状を踏まえ、体験型ワークショップを実施し、若者や

観光客双方の関心を高めたい。 

・ワークショップは観光客の少ない時期にも実施し、長期的なビジネスモデルに育てたい。 

・手続きや許認可に時間を要する点、また体験内容の安全性・受け入れ可能人数なども課題。 

・価格設定は 30〜35 ドルを想定。外国人向けの相場（例：マレーシア・コタキナバルで約 40

ドル）を参考にしつつ、ローカル層にも参加しやすい価格を検討中。 

・７つの民族が存在する多様性を活かし、複数の文化体験を融合させたプログラムを構想。 

 

（コメント） 

伝統文化が若者の関心を失い、継承が難しくなっているのは日本においても共通の課題で

あり、京都市でも芸舞妓などの伝統芸能の担い手や伝統工芸・伝統産業の担い手不足は深刻

である。 



若者へのアプローチとしてスタートアップで競合の多い既存のビジネスに取り組むよりも、後

継者のいない伝統産業を継ぐことでオンリーワンの存在になれるという考え方を伝えるのも一つ

のやり方。また地域の若者に体験を通じて地域の魅力を再発見してもらう試みは非常に有効で、

若者自身が地域の文化の魅力発信者になることを目指してもらいたい。 

 

■グループ３：ローカルスナックのブランド強化 

  
（主な発表内容） 

・主力商品は伝統的スナック（タピオカチップス、クラッカー等）。 

・「マレーシア・ミリへ行く途中で買えるスナック」として人気があり、ドライバーが国境待ちの間

に購入することが多い。 

・原材料は地元産で、コストは比較的低い。 

・課題はパッケージのデザイン性の低さ。地域らしさや独自性が表現できておらず、ブランド

イメージ向上の妨げとなっている。 

・カフェも併設されており、若者に人気。将来的にはレストラン化を視野に入れている。 

・立地は都市から約 30km、マレーシア国境近く。観光客というよりも、移動途中の利用者が中

心。 

・競合は少ないが、都市部ブランドとの差別化が課題。 

・将来的には「ワンストップ・フードセンター」の設立を目指し、地域の他事業者と協力して多

様な商品を集約する構想。 

・「ブルネイのナンバーワン・フードステーション」をスローガンに掲げ、パッケージ刷新やブラ

ンド強化に取り組む。 

 

（コメント） 

「マレーシアへ行く途中にある」という立地は旅人が必ず立ち寄る“ロードサイドの拠点”と

いう強みである。地域の特色を打ち出すブランド拠点として発展する可能性がある。都市部

の競争を避けつつ、通過客を確実に取り込める点を生かし、ブランディングを工夫できる。参

考として、日本の「道の駅」の取組は参考になる。 

 

（3） 障害等問題点(改善すべき点など) 

特に進行やプログラムに影響を及ぼすような障害や問題はなく、スムーズにアテンドし

ていただいた。しいて言うとすると、文化背景の違い等もあるかと思うが、事前の先方国と

のやり取りに時間がかかったり、最終的な日程がなかなか決まらなかった点、通訳が本番

の直前に任命されたため準備が大変そうであったこと等がある。 このあたりが改善され、

事前に先方と課題感のやりとりをしたり、通訳の方に内容のポイントをお伝えできると、より

深い議論につながるのではと感じた。 

 

４ 指導活動を終えての感想・意見 

 

ブルネイは気候が温暖で、過ごしやすく、自然も豊かで食事も肉、野菜、フルーツと種類が

豊富で素晴らしい環境。交通マナーや公共の場でのマナー、治安も素晴らしく、クラクションも



ほとんど聞かなかった。夜の外出にも不安はなかった。 

国民性も穏やかで、親切で、朗らかで、口喧嘩のようなレベルも含めてマイナスの感情をあ

らわにする人を一度も見なかったのがとても印象的だった。内務大臣はじめ、このプログラム

を運営頂いた政府、地域の皆様、参加いただいた皆様も非常に明るく、まじめで、ホスピタリ

ティにあふれ、時にジョークも挟み、とても温かく受け入れていただいたと感謝している。 

これらの特徴は海外からの観光客や滞在者にとって非常にプラスに感じるし、国の強みとし

て誇ってよいと思う。 

 

また、各所で女性が非常に活発で主体的に社会で活躍していることが印象的だった。地域

の産品を実際に作成したり、販売しているのも女性が中心だった。彼女たちがマーケティング

戦略やプロモーション戦略、商品開発スキルを学ぶことでさらに強い地域の推進力になると感

じる。 

自然と伝統文化を大事にしたいという思いも強く伝わってきて、同じく自然と伝統文化を大

切に思う京都の人間としても、是非今後とも友好関係を続けていければ嬉しくおもう。 


